
第 3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

１ 数字からみる福生の環境 

様々な環境測定結果や環境指標に見られる数字の 5 ヵ年分のデータです。福生市の環境につ

いて、変化や現状を過去 5 ヵ年に渡ってご覧ください。以下 7 個の項目について掲載します。なお、

それぞれの項目ごとに用語説明を、また巻末には資料として詳細データ（数値データ）を載せてお

ります。 

 

１  大気汚染            

１）浮流物質・浮遊物質に含まれる重金属    ・・・18 

２）燃料中イオウ分                    ・・・20 

３）ニ酸化窒素                            ・・・21 

４）光化学オキシダント                 ・・・22 

２  水環境            

   １）河川および下水道（雨水管）           ・・・23 

   ２）地下水                               ・・・25 

   ３）工場排水                             ・・・27 

３  騒音             

   １）福生における主要幹線交通の道路騒音    ・・・29 

   ２）航空機騒音                      ・・・31 

３）福生における主要な道路騒音            ・・・32 

４  苦情受付数                       ・・・34 

５  緑化 

１）出生記念樹配布数                ・・・35 

 ２）保存樹林地、保存樹木、保存生垣奨励金・生垣設置補助金  ・・・36 

６  ごみ 

   １）ごみ排出量                     ・・・37 

   ２）資源化量                      ・・・38 

３）粗大ごみ                       ・・・39 

７  温室効果ガス                                   ・・・40 
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７ 温室効果ガス 
 福生市では、市の事務事業に伴って排出される温室効果ガスを把握し削減目標を設定してい

ます。また目標達成に向けて、環境マネジメントシステム「LAS-E」の運営や、設備の省エネルギ

ー化・新エネルギー導入を実施しています。 

 年度ごとの若干の変動はありますが、年々、増加傾向にありました。平成 16 年には開庁時間の

拡大（水曜 20 時まで、土曜日開庁）が本格始動し、それに伴いエネルギーを使用する量も増えた

ため、温室効果ガスの排出量も増加しました。平成 19 年度は本庁舎の建て替えにより事業所の

面積が一時的に小さくなったため、排出量は減りましたが平成 20 年度には新庁舎が建ち排出量

も増加しました。平成 20 年 11 月から「ＬＡＳ-E」の運用が始まり、省エネ行動を促進した結果、平

成 21 年度には平成 20 年度の 2.5％減となりました。しかし、平成 22 年度は、猛暑日による空調

利用などにより排出量が大幅な増加となりました。平成 23 年度は省エネ行動に加え、平成 22 年

度 3 月 11 日発生の東日本大震災に伴う、時間外開庁の縮小などにより、大幅な減少となりまし

た。 

項目名 温室効果ガス総排出量 

目標値 2,906,316kg-CO2 

（平成 15 年を基準として 20.35％削減） 

いつまで 平成 26 年 

結果 ＜温室効果ガス総排出量の推移＞ 
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備考 ① 平成 21 年度までの数値は第 2 次福生市地球温暖化対策実行計画第３章の数値を掲載して

います。 

② 排出量の内訳において平成 19 年度まではカーエアコンの使用台数による温室効果ガス発

生量を算入していましたが、平成 20 年度からはより実情に即した数値とするため、走行距離

により算定を行っております。 

③ 基準年である平成 15 年度の数値を②により算出すると 3,648,859kg-CO2/年となります。 
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２ 環境事業の紹介 

 福生市環境基本計画実行計画で設定した事業の中から、次の 39 事業について紹

介しています。市民参加型の事業もたくさんありますので、ご興味のある事業があり

ましたら是非参加してみてください。 
 

事業 

番号 
事業名 

事業 

番号 
事業名 

1 雨水貯留槽設置助成事業 21  夏休み自然体験教室 

2 学習指導市民講師 22 廃棄物減量監視事業 

3 環境学習教員研修 23 廃棄物減量等推進員 

4 環境審議会 24 廃棄物減量等推進審議会 

5 かんきょう通信 25 
花いっぱい運動 

福生スクラム・マイナス 50%協議会事業 

6 環境マネジメントシステム LAS-E 26 花いっぱい運動（国道 16 号・やなぎ通り） 

7 喫煙マナーアップキャンペーン 27 ふっさ環境フェスティバル 

8 熊川分水に親しむ会 28 
ふっさキャンドルナイト 

福生スクラム・マイナス 50%協議会事業 

9 公園ボランティア 29 福生スクラム・マイナス 50%協議会 

10 ごみ処理施設見学会 30 福生まちなか涼み処・温み処 

11 
コンポストによる生ごみ等の堆肥化と食

育講座等への活用 
31 福生水辺の楽校 「多摩川サポーターズ」 

12 次世代モビリティ活用モデル事業 32 福生水辺の楽校 「多摩川で遊ぼう！」 

13 市民環境大学 33 福生水辺の楽校 ヤマメの卵配付事業 

14 市民農園 34 
ふっさライトダウンキャンペーン 

福生スクラム・マイナス 50%協議会事業 

15 清潔で美しいまちづくり事業 35 萌芽更新 

16 清掃だより発行 36 ボランティア・サポート・プログラム 

17 多摩川河川清掃 37 まちづくり景観推進連絡会 

18 玉川上水遊歩道を考える会 38 
みどりのカーテン大作戦 

福生スクラム・マイナス 50％協議会事業 

19 
地域猫モデル地区における猫の去勢 

不妊手術費助成事業・福生地域ネコの会 
39 理科支援員配置事業 

20 地球温暖化対策設備普及事業 
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事業名 雨水貯留槽設置助成事業 

事業番号 1 

開始時期 平成 22 年 4 月 

事業のスタイル 助成事業 

構成メンバー 担当：施設課 

事業の内容 【雨水貯留槽】 

 市街化が進み地表がコンクリートやアスファ

ルトで覆われると、雨水は地表を流れ都市型

水害の発生や、地下水涵養（カンヨウ）の妨げ

となることから、当市では雨水の流出抑制の観

点にたち、市内の戸建住宅及び集合住宅の屋

根に降った雨水を雨樋（アマドイ）から貯留する

タンクの設置に対する助成金交付の制度を設

けました。 

本体価格の 3 分の 2、1 基につき 5 万円を上

限に助成します。 

庭の草木への水やりや防火用水の備蓄、また災害時のトイレの水の確保など

に役立ちます。 

 

22 年度 設置数 12 基 

23 年度 設置数 16 基 

 

 

※雨水貯留施設（浸透ます）設置工事費助成制度もあります。 

詳細について 

 

福生市役所都市建設部施設課下水道グループへ 
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事業名 学習指導市民講師 

事業番号 2 

開始時期  

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 市民・NPO 法人                           担当：教育委員会 

事業の内容 「学習指導市民講師」は、小・中学校の「総合的な学習の時間」などにおい

て、専門的な知識を持った地域の方に、児童･生徒への学習指導の講師を依

頼する事業です。平成 23 年度は、環境や福祉に関する内容等で、32 名の講

師で 66 回実施しました。 

そのうち、環境に関する指導内容は次のとおりです。 

○理科 

  ・多摩川の自然観察 

  全 3 回 

○生活科・総合的な学習の時間 

  ・多摩川の野鳥や植物観察 

  全 3 回 

  ・身近な花や昆虫や鳥の様子（春） 

  全 1 回 

  ・多摩川の水生生物観察 

  全 2 回 

  ・夏のかに坂公園の観察 

  全 1 回 

  ・秋のかに坂公園の観察 

  全 1 回 

  ・多摩川に生息する魚の調査 

  全 1 回 

  ・地域の自然観察についての観察指導 

  全 10 回 

 ・春先の花を知る。株苗(芝桜)の植栽と栽培の仕方を知る。 

   全 1 回  
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事業名 環境学習教員研修 

事業番号 3 

開始時期  

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー                                         担当：環境課 

事業の内容 教員歴 1 年目、2 年目の教員、環境教育に関心のある教員を対象とした環境

研修を実施しています。 

教員が環境について学ぶことで、子どもたちへの環境学習を促進します。 

 

23 年度研修内容 

第 1 回 「フィールドで学ぶ」 

       水質調査、生物調査、川の安全学習 

第 2 回 「福生の水と緑を歩く」 

       玉川上水にかかる新堀橋付近から田村分水、湧き水、熊川分水、

みずくらいど公園など福生の水と緑を歩きながら学習 

 

 

 

  

     ＜フィールドで学ぶ＞         ＜福生の水と緑を歩く＞ 

詳細について 環境課、教育委員会指導室 
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事業名 環境審議会 

事業番号 4 

開始時期 平成 15 年 4 月 1 日 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 市民、事業者、学識経験者                       担当：環境課 

事業の内容 福生市環境審議会は、福生市環境基本条例に基づき設置された組織で

す。市から委嘱された市民、事業者、学識経験者ら 10 名が、市の環境保全

等に関する施策を推進する上で必要な事項を調査・審議するとともに市の環

境政策について専門的な立場から、評価・指導を行っています。 

福生市環境基本計画に関しては、各年度における実行計画の進捗状況に

ついて、その内容を審議されています。 

 

  
【第五期委嘱状交付】           【環境審議会】 

 

【玉川上水緑地の樹木等調査現地視察】 

                          

詳細について 

 

環境課環境係へ 
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事業名 かんきょう通信 

事業番号 5 

開始時期 平成 14 年 10 月 15 日 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 環境情報プロジェクト（市民会議）                   担当：環境課 

事業の内容 市民参加による環境情報プロジェクトにより市民の環境に対する意識啓発と

ＰＲを図るため年 2 回発行しました。 

【活動】 

かんきょう通信編集会議を開催し、記事の作成、レイアウト等、よりよい｢かん

きょう通信」を皆さんにお届けできるよう、また、環境について感心をもってい

ただけるよう活動しています。 

【配布方法】 

市の広報と抱き合わせで全戸配布します。 

 

平成 23 年 6 月 30 号発行  

 内容 第 9 回ふっさ環境フェスティバル 

     電気自動車と電動アシスト自転車のシェアリング事業開始 

     みどりのカーテンコンテストの開催 

 

平成 24 年 2 月 31 号発行 

 内容 ふっさキャンドルナイト 

     電気自動車シェアリング 

     次世代モビリティ活用モデル事業 

     植樹祭（多摩工業高校行事） 

     猫の飼い主のマナー 

詳細について 

 

「かんきょう通信」の編集に携わっていただける市民の方を募集しています。 

環境課環境係まで御連絡ください。 
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事業名 環境マネジメントシステムＬＡＳ－Ｅ 

事業番号 6 

開始時期 平成 20 年 11 月 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 福生市、市民、事業者、学識経験者                 担当：環境課 

事業の内容 「環境マネジメントシステム」では

企業体や自治体といった組織が、

環境に影響を及ぼす側面を特定

し、環境配慮の方針や計画を立て

(Plan)、その実現に向けて環境配慮

行動を実行し(Do）、その達成度を

点検し(Check）、見直し・改善する

（Action）という一連のサイクルのことです。 

福生市は、平成 20 年度から LAS-E（ラス・イー）という環境マネジメントシス

テムを運用しており、学校や指定管理施設を含む市のすべての施設におい

て、市長以下教職員を含む全職員が、節電や省資源など具体的に数値目標

を掲げて、日々環境に配慮した取り組みを実践しています。 

市の取り組みの状況や成果については、市民や事業者により監査が行わ

れます。 

 

   

＜研修会の様子＞           ＜監査チームの様子＞ 

詳細について 市民監査委員の任期は 2 年間。環境に関連する市民活動団体や事業者から

選出してもらうほか、一般公募により参加していただいています。 
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事業名 喫煙マナーアップキャンペーン 

事業番号 7 

開始時期 平成 16 年度 

事業のスタイル 市の事業 

構成メンバー                                          担当：環境課 

事業の内容 「タバコのポイ捨て」や「歩きタバコ」が社会問題となっています。吸い殻のポ

イ捨てはまちを汚す原因の一つです。一方、歩きタバコは、喫煙者本人が気付

かないうちに、他人の服や持ち物を焦がす、他人にやけどを負わせる、子ども

の顔にたばこの火種が当たるなど、周りの人に被害を及ぼす可能性がありま

す。さらに、歩行時は安静時に比べて呼吸が深く、肺の奥にまで煙が達するの

で、健康面でも問題があります。 

こうした迷惑行為に対して、喫煙者のマナーの向上が何より重要という考え

の下、「喫煙マナーアップキャンペーン」を実施しています。 

平成 23 年度は 11 月 1 日から 14 日まで、福生駅自由通路・牛浜駅東口公園

内にのぼり旗を掲げました。また、11 月 2 日には、ティッシュや携帯灰皿の配付

や福生駅前の清掃を行い、喫煙のマナーアップを市民に呼びかけました。 

 

   

詳細について 環境課まで 

 

48



事業名 熊川分水に親しむ会 

事業番号 8 

開始時期 平成 16 年 2 月 4 日 

事業のスタイル 市民によるボランティア事業 

構成メンバー 市民及び学識経験者 

事業の内容 【熊川分水に親しむ会とは】 

熊川分水は、東京の武蔵野台地に設けられた 35 番目の分水です。分水の

長さ、2,075m の大部分は私有地を流れていますが、宅地化、住宅化が進み、

暗渠が増え、現在は約 35％以上が暗渠になっています。かつては水車によ

る動力源や灌漑用水、飲料水や生活用水として大きな役割を果たしてきた

が、熊川分水は今日においては緑とせせらぎの自然豊かな憩いの場となって

おります。特に分水の空石積み（土・コンクリートなどの詰め物がない）は歴史

的価値ある石積みです。先人の技能の高さを証明しております。今ではこの

石積み技術を引き継ぐ職人は絶えようとしています。先人の残した文化財的

にも価値ある福生市の遺跡を次世代に引き継ぐように、市民の皆さんと共に

保存に取り組む活動をしております。 

主な活動としては、歴史や知識を深めるため、定期的に講師を招いての会

員及び市民向けの講演会を公民館と共同で開催しています。各地の用水や

分水の観察、見学会、こどもを対象とした夏休みイベント等分水保全のため

の働きかけを行っています。現在は活動範囲を福

生分水、湧水まで幅広く活動を広げています。 

 

～23 年度の主な活動一覧～ 

●総会：9 月 10  日（土） 

●世話人会、随時開催                  5 町会一斉清掃日の様子 

●市長及びまちづくり計画課・施設課との懇談 

●昭和初期の熊川分水付近商店図と古老からの聞書き冊子発行 

●協働事業：熊川分水、南公園ビオトープ清掃、 

   ①夏休みこども探検隊 （森田製糸跡）－水路と周辺の生き物たち 

      ②上車水車跡の整備協力 

●イベント参加：景観推進連絡会―第 7 回景観フォーラム参加 

   ① 公民館白梅分館白梅まつり 展示・写真 

        ② 環境フォーラム まちづくり計画課のブースにパネル展示 

詳細について 

 

分水や湧水の保全および自然景観の維持の考えに賛同し、活動に参加いた

だける方々を広く求めています。 

●入会：福生市在住、在勤者および学識経験者 ●会費有（入会時 1000 円） 

●連絡先：会事務局 会長 黒沢吉信 ＴＥＬ＆ＦＡＸ：042－552-3340 
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事業名 公園ボランティア 

事業番号 9 

開始時期 平成 16 年 4 月 

事業のスタイル 協働事業（市民ボランティア） 

構成メンバー 市民ボランティア、福生市               担当：施設課公園グループ 

事業の内容 
公園ボランティア 

市では平成 16 年 4 月から、市民の皆さんとの協働により公園ボラ

ンティア事業を実施しています。 
主な活動内容は花壇の手入れや除草、公園での清掃などです。現在登

録されている方は花や緑が好きな方、公園が好きな方です。 

 公園ボランティア活動状況   活動の様子 

平成 23 年度は 24 の公園で 343 
人 6 団体の方が活動しています。 

市内には 74 の公園や児童遊園 
緑地があり、近所の公園やお気 
に入りの公園で都合の良い時間 
に活動することができます。 
 
   
 
   
 

詳細について 公園ボランティアの登録をしていただきます。施設課公園グループまで御連

絡ください。申し出の書式は、担当課または市のホームページにあります。 
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事業名 ごみ処理施設見学会 

事業番号 10 

開始時期 昭和 52 年 6 月 25 日 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 市内在住の小学生と保護者 ・市民                     担当：環境課 

事業の内容 ◎ 夏休み・親子施設見学会を開催しました。 

家庭から出されたごみがどのように処理されているのか、最終処分場 

（日の出町二ツ塚廃棄物広域処分場）を見学しました。 

 平成 23 年 8 月 18 日（木） 

見学場所 日の出町二ツ塚廃棄物広域処分場（最終処分場）及びエコ 

      セメント化施設  

参 加 者 市内在住の小学生と保護者 14 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細について 市報、清掃だより等に見学会開催について掲載しますので、お申し込みください。 

詳しくは環境課ごみ対策係へ 
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事業名 コンポストによる生ごみ等の堆肥化と食育講座等への活用 

事業番号 11 

開始時期 平成 20 年度 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 地域住民、食育講座に参加する市民、公民館白梅分館 

事業の内容 【コンポストによる堆肥作り】 

公民館白梅分館ではコンポスト4基を設置し、生ゴミ等の堆肥化を行ってい

ます。 

学童クラブ「たんぽぽクラブ」、白梅分館で発生する生ごみや落ち葉等のほ

か、近隣の住民や利用者等に家庭で出る生ごみを持ち込んでいただいてい

ます。 

身近なところから生ごみの減量と資源化を目指し、環境意識を高めていま

す。 

 

【食育講座等への活用】 

 できあがった堆肥は、白梅分館裏庭の小さな畑を使った食育講座（親子食

育講座や大人のための食育講座）の実践に役立てているほか、白梅分館の

花木や緑のカーテンのためのゴーヤ栽培の肥料として活用しています。 

 食育講座では堆肥を使った土づくりから収穫までの農作業体験を通して、

食と環境とのかかわりについて学習を深めています。 

 

 

 

詳細について 

 

生ごみの持ち込みはいつでもどうそ。 

食育講座の参加者募集は広報ふっさに掲載します。詳しくは公民館白梅分

館にお問い合わせください。公民館白梅分館 042-553-3454 
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事業名 次世代モビリティ活用モデル事業 

事業番号 12 

開始時期 平成 23 年度 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 担当課：環境課 

事業の内容 移動のためのアイテムとして、電動アシスト自転車・ 電気自動車を“次世代モ

ビリティ”として貸し出すシステムをつくり、化石燃料を使った自動車利用を抑

制して温室効果ガスを削減し、環境にやさしいまちづくりを図った。 

【整備・購入内容】 

・ 電気自動車 2 台購入 

・ 急速充電器 1 台購入 

・ 電動アシスト自転車 35 台購入 

・ 電動アシスト自転車用予備バッテリー35 個購入 

・ サイクルシェアリングシステム４台購入 

・ メインステーション（まちなかおもてなしステーションくるみる ふっさ）建設

（普通充電器 2 台購入含む） 

・ サイクルシェアリングステーション整備（福生駅西口、牛浜駅東口、拝島駅

北口各自転車駐車場内） 

・ 事業ＰＲ用看板設置（拝島駅北口自転車駐車場、福生駅自由通路） 

 

【実績】 

カーシェアリング事業開始日：平成 24 年 1 月 15 日 

サイクルシェアリング事業開始日：平成 24 年 2 月 1 日 

収入金額：1 月分 21,000 円、2 月分 40,700 円、3 月分 86,400 円 

     合計 148,100 円 

CO2 削減量＝606.0kg-CO２（※） 

※電気自動車及び電動アシスト自転車の走行距離をガソリン車で走行した場

合との比較による削減量 

 

 

 

詳細について 

 

まちなかおもてなしステーション くるみるふっさ（042-530-2341）にお問い合

わせください。 

 

53



事業名 市民環境大学  

事業番号 13 

開始時期 平成 16 年度 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー ＮＰＯ法人自然環境アカデミー、福生市              担当：環境課 

事業の内容 福生市の環境保全等に関する施策を総合的かつ計画的に推進するための

福生市環境基本計画に基づき、市民が環境問題を学習するための機会とし

て実施しています。平成23年度は、環境への負荷が少ない持続可能な暮ら

し方を考えるきっかけを提供することを目指し、次の内容で実施しました。 

 

平成 23 年度実施内容 

「ふっさＥＣＯカフェ」と称し、畑でダイズを育てる農作業体験を主軸に、自然

を感じながら、気軽に楽しめる藍染め、保存食作り等の手仕事も盛り込みま

した。 

第1回  ダイズ種まき 

第2回  ダイズ定植 

第3回 藍の生葉染め 

第4回  福生の野菜で保存食作り 

第5回  ダイズ脱穀 

第6回  豆腐＆味噌作り 

  

      

        

   ＜第 2 回 ダイズ定植＞     ＜第 6 回 豆腐＆味噌作り＞ 

詳細について 

 

無料にて参加できます。 

広報および市のホームページにてお知らせしています。 
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事業名 市民農園 

事業番号 14 

開始時期  

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 市民農園使用者協力会員・福生市        担当：シティセールス推進課 

事業の内容 市内に 7 か所（熊川東、福生加美、熊川武蔵野、熊川武蔵野第二、熊川牛

浜、南田園、南田園第二）の市民農園を設置し、1 区画約 10 ㎡の菜園を利用

していただいています。 

貸出期間は2年間・費用は2000円（農園使用者協力会費、水道料金・維持

管理費など）になっています。 

家族で野菜作りを楽しむ場になっているほか、環境を潤す「みどり」を提供

しています。 

農園の管理は市民農園使用者協力会と、事務局のシティセールス推進課

との協働で行われています。 

 

 

 

 

詳細について 

 

毎年 1 月の「広報ふっさ」で募集しますので、ご利用ください。 
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事業名 清潔で美しいまちづくり事業 

事業番号 15 

開始時期 平成 23 年 4 月 1 日 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 市委託事業                                 担当：環境課 

事業の内容  福生市清潔で美しいまちづくり条例の施行に伴い、ポイ捨て及び犬のふん

の放置の防止並びに路上喫煙等の規制のため、のぼり旗等条例周知用物品

の設置、イベント及びパトロールの実施等、市民への条例の周知・啓発を行

い、市民の快適な生活環境の確保を図った。 

 

 条例周知イベントの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 条例周知用物品の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細について 

 

 

 

詳しくは環境課ごみ対策係へ 
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事業名 清掃だより発行 

事業番号 16 

開始時期 昭和 52 年 6 月 25 日 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 担当：環境課 

事業の内容 環境美化に対する市民意識の高揚を図り、清潔な環境の形成に努めてい

くことを目的に、清掃だより（もっとクリーン）年 4 回発行し市民に配布いたしま

した。 

7/15 号 4 頁、10/15 号 2 頁、12/15 号 2 頁、3/15 号 4 頁発行 

配布委託先 シルバー人材センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3/15 号 

詳細について 詳しくは環境課ごみ対策係へ 
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事業名 多摩川河川清掃 

事業番号 17 

開始時期 平成 15 年 5 月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 国土交通省、地元企業、ガールスカウト、一般市民、福生市 

事業の内容 
【多摩川河川清掃】 

 国土交通省の「多摩川クリーン作戦」の一環として、毎年春の環境フェステ

バルに合わせて、地元企業や市民の皆さんと協働して多摩川の河川清掃を

実施しております。 

                           清掃の様子 

                       

 23 年度は 6 月 5 日の日曜日に多摩川中央公園を中心に実施し市民の 

 方など、約 100 名のご協力をいただき、多摩川河川の清掃をいたしました。 

 それにより、投棄自転車、空缶、ビンなど 40ｋｇのゴミを回収しました。 

  

      回収されたゴミ 

詳細について 

 

市の広報にてお知らせいたします。申し込みは不要ですので、当日、直接集

合場所へおいでください。 
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事業名 玉川上水遊歩道を考える会 

事業番号 18 

開始時期 平成 16 年 2 月 26 日 

事業のスタイル 市民によるボランティア事業 

構成メンバー 関心のある方                       

事業の内容 【玉川上水遊歩道を考える会とは】 

玉川上水は、江戸時代の急激な人口増加に伴う飲料水の不足に対応す

るため、多摩川を水源とする上水として開設されました。 

福生市内を流れる玉川上水は、約 4.3 ㎞です。このうち、宮本橋から水喰

土公園に至る約 2.1 ㎞の区間に上水沿い遊歩道がありません。 

 ここに連続した緑ゆたかな遊歩道を整備することは、これからの福生のま

ち環境の向上、多摩地区から都心に至る「貴重な連続した水と緑の帯」形成

にとって必要不可欠の大きな条件であると考えます。 

その志を一つにする福生市民の有志が立ち上げた会です。 

～23 年度の主な活動一覧～ 

6 月 21 日 「都市建設部との勉強会・連絡会」を実施。 

7 月 9・10 日「第 13 回本館まつり」展示部門に参加。 

7 月 10 日「玉川上水ネット」設立総会に参加。 

8 月 22 日「都市建設部と市道 1131 号線遊歩道化に 

        伴う交差点交通量調査を実施 

  9 月 4 日 悪天候の為、玉川上水観察ウォーク①」を中止、1 月に延期 

   10 月 2 日「平成 23 年度玉川上水観察ウォーク②」 

              を実施。 42 名参加 

11 月 13 日「平成 23 年度玉川上水観察ウォーク③」を実施。 43 名参加 

11 月 25 日「都市建設部と市道 1131 号線遊歩道化に伴う車両通行に与え 

        る影響調査①」を実施。 

11 月 26 日 福生市「第 30 回公民館のつどい」に参加。 

11 月 28 日「第 19 回玉川上水緑の保全事業都・区市連絡協議会」に参加 

12 月 11 日 「平成 23 年度玉川上水観察ウォーク④」を実施。 31 名参加 

平成 24 年 1 月 15 日 9 月の台風延期に伴う「平成 23 年度玉川上水観察 

        ウォーク①」を実施。 31 名参加  

平成 24 年 1 月 22 日「平成 23 年度玉川上水講演会」を開催。 20 名参加 

平成 24 年 2 月 8 日「都市建設部と市道 1131 号線遊歩道化に伴う車両通 

         行に与える影響調査②」を実施。 

平成 24 年 3 月 25 日「第 7 回景観フォーラム」に参加。 

詳細について 私たちの考えに賛同いただけ、関心のある方々を広く求めています。 

●入会資格：老若男女（居住地の如何を問いません。） 

●会費有（年間 1000 円） 

●連絡先：会事務局 会長 松尾輝昭 ＴＥＬ＆ＦＡＸ：042-553-2163 
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事業名 地域猫モデル地区における猫の去勢・不妊手術費助成事業・福生地域ネコの会 

事業番号 19 

開始時期 平成 18 年 4 月 1 日 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 福生地域ネコの会、町会ボランティア、福生市         担当：環境課 

事業の内容 地域猫は飼い主のいない猫から起こるいろいろなトラブルを地域の問題と

してとらえ、町会、行政、ボランティアの協働事業で解決しようとするしくみで

す。地域住民の合意を前提にエサ場周辺のフン等の清掃や不妊去勢手術を

しながら、地域で飼育管理し、猫の数をコントロールし、人と猫の共生をめざし

ます。 

平成 16 年度、市民会議「人と動物の共生会議」が「猫問題に関する提言

書」を市長へ提出。この提言に基づき、「福生市地域猫モデル地区における

猫の去勢・不妊手術費助成事業」が、平成 18 年度より制度化されました。平

成 23 年度は 10 地区で 71 頭（オス 30 頭・メス 41 頭）の手術を実施しました。 

■福生地域ネコの会 

「地域猫を考える市民会議」が母体となり、平成 18 年 4 月「福生地域ネコの

会」が結成されました。平成 23 年度は定例会議等を 13 回開催。飼い主のい

ない猫の去勢・不妊手術費及び治療費等を確保するため、バザーへの出店

を積極的に行いました。また、景観フォーラムにおいて、命の大切を呼び掛け

る DVD の放映やパネルの展示を行いました。 

  

   
【くまがわ元気広場バザーへ出店】        【景観フォーラムへ出展】 

 

詳細について 福生地域ネコの会では会員を募集しています。お気軽にご参加ください。ま

た、猫の不妊去勢手術の募金も受け付けています。問合せ 環境課へ 
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事業名 地球温暖化対策設備普及事業 

事業番号 20 

開始時期 平成 21 年 

事業のスタイル 補助事業 

担当課 環境課 

事業の内容 地球温暖化対策を推進するため、住宅用省エネルギー設備及び新エネル

ギー設備を設置した市民に対して、その経費の一部を助成する制度で、平

成 21 年度から運用が始まりました。 

環境へ配慮する意識をより向上させていただくとともに、二酸化炭素排出

量の削減を図りました。 

 

【平成 23 年度の助成実績】 

助成額合計 8,035,000 円 

助成設備数 94 設備 

■助成対象設備と助成件数 

 対象設備 23 年度総助成額 助成件数（件） 

1 太陽光発電システム 5,816,000 42 

2 太陽熱利用システム 14,000 1 

3 潜熱回収型ガス給湯器 580,000 29 

4 ガス発電給湯器 175,000 1 

5 燃料電池 400,000 1 

6 CO2 冷媒ヒートポンプ給湯器 950,000 19 

7 ペレットストーブ 100,000 1 
 

詳細について 

 

詳しくは環境課環境係へお問い合わせください。 
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事業名 夏休み自然体験教室 

事業番号 21 

開始時期 平成 15 年度 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 講師、看護師、自然体験スタッフ養成講座参加者、 

自然体験教室参加者（小学 4 年生～6 年生） 、公民館本館職員 

事業の内容 【夏休み自然体験教室とは】 

夏休み期間を利用し、学校や学年の異なる子どもたちの仲間づくりや、緑

豊かな自然の中でのキャンプ体験を通して、自らが考えて行動することの大

切さや充実感、達成感を獲得することを目的としています。 

【平成 23 年度 夏休み自然体験教室について】 

 子どもたちが身近な自然の中で過ごす楽しさや発見することの喜びを感じら

れるよう、次の内容で教室を実施しました。また、緑豊かな奥多摩でのキャン

プでは、野外料理や登山などを実施しました。 

●実施期間 

平成 23 年 8 月 18 日（木）・19 日（金）・23 日（火） 

8 月 24 日（水）～26 日(金)・27 日（土）  

原則として、午前 10 時～午後 4 時 全 5 回 

●教室の内容 

第１回 「キャンプの基礎知識を学ぼう。野外調理にチャレンジ」（8 月 18 日：

木） 

第２回 「滝山城址を探検しよう」（8 月 19 日：金） 

第３回 「キャンプの準備をしよう」（8 月 23 日：火） 

第４回 「奥多摩へキャンプに行こう」（8 月 24 日：水～26 日：金） 

     キャンプ場：奥多摩湖畔公園 山のふるさと村（２泊３日） 

第５回 「夏休み自然体験教室を振り返ろう」 （8 月 27 日：土） 

 

 

 

 

 

 

詳細について 

 

市内の小学校 4 年生から 6 年生までが対象となります。野外料理実習やキャ

ンプに伴う費用については一部（食材費や保険料・交通費等）実費となりま

す。詳しい内容については、広報及び市のホームページでお知らせします。 
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事業名 廃棄物減量監視事業 

事業番号 22 

開始時期 平成 12 年１月 4 日 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 市委託事業（福生市シルバー人材センター）                担当：環境課 

事業の内容 廃棄物減量監視事業  

分別指導等によりごみ減量及びリサイクルの徹底並びに不法投棄及び散乱ごみ

の防止を行うため、廃棄物減量監視員による監視事業を行いました。 

 

監視作業の様子     

        不法投棄ごみ 

                           

 

 

 

 

        

詳細について 

 

詳しくは環境課ごみ対策係へ 
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事業名 廃棄物減量等推進員 

事業番号 23 

開始時期 平成 5 年 7 月 1 日 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 市民代表 43 人                                  担当：環境課 

事業の内容 一般廃棄物の適正な処理及びごみ減量のため、市の施策への協力その他の活

動を行なっていただくよう、福生市廃棄物減量等推進員として市長が委嘱いたしま

す。 

推進員は 43 人、任期は 2 年です。 

平成 23 年度の「廃棄物減量等推進員」の活動は会議を平成 23 年 9 月 26 日に

実施しました。 

会議では平成 22 年度ごみ処理実績の報告、一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の

策定、一般廃棄物指定収集袋の改正について協議しました。 

 

                                            

 

                                                          

 

詳細について 

 

現在、推進員は 43 名おりますが、市内各町会及び各商栄会等より推薦をいただ

いた方々を市長が委嘱しています。 

詳しくは環境課ごみ対策係へ 
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事業名 廃棄物減量等推進審議会 

事業番号 24 

開始時期 平成 5 年 7 月 1 日 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 市民の代表、学識経験者等 8 人                        担当：環境課 

事業の内容 廃棄物減量等推進審議会 

一般廃棄物の減量及び再利用の促進等に関する事項を審議するための市長の

付属機関、委員の任期は 2 年、市民の代表、学識経験者等 8 人 

【審議内容】 

（１） 一般廃棄物の処理の基本方針に関する事項 

（２） 廃棄物の減量及び再利用の促進に関する事項 

（３） その他市長が必要と認める事項 

 

「廃棄物減量等推進審議会」の開催 

平成 23 年 8 月 16 日（第 1 回）、平成 23 年 9 月 26 日（第 2 回） 

平成 22 年度ごみ処理実績の報告、一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の策定、一

般廃棄物指定収集袋の改正について協議しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

詳細について 詳しくは環境課ごみ対策係へ 
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事業名 花いっぱい運動  福生スクラム・マイナス 50%協議会事業 

事業番号 25 

開始時期 平成 2 年度 

事業のスタイル 市の事業 

構成メンバー 福生グリーンクラブ、農業委員会、福生市              担当：環境課 

事業の内容 福生市では平成 2 年度から年 2 回、春と秋に多くの市民が楽しめるよう、

街角、通学路、公園、広場等に町会・自治会等の市民や農業者を中心とする

ボランティアによる花の苗（サルビア、パンジー等）の植栽を行い、緑化と美化

を進めています。 

 

 

《23 年度の取組み》 

①花いっぱい運動事業(春)  実施期間 5 月 8 日～6 月 4 日 

花の配布数  サルビア 16,300 株  マリーゴールド 18,700 株 

参加団体 95 

主な団体 町内会、商店街、体育館、図書館、市民会館、公民館、保育園、

幼稚園、小中学校、農業者、商工会、市内事業者など 

②花いっぱい運動事業(秋)  実施期間 11 月 13 日～11 月 28 日 

花の配布数  パンジー及び ビオラ 30,564 株  葉ボタン 7,424 株 

参加団体 96 

主な団体 町内会、商店街、体育館、図書館、市民会館、公民館、保育園、

幼稚園、小中学校、農業者、商工会、市内事業者など 

 

詳細について 

 

環境課環境係までお問い合わせください 
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事業名 花いっぱい運動（国道 16号・やなぎ通り） 

事業番号 26 

開始時期 平成 22 年 5 月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー ふっさ花とみどりの会、ボランティア、市 

事業の内容 平成2年から実施している花いっぱい運動を発展させるため、花とみどりの

会が提言し、行っている花いっぱい運動です。平成 21 年度末にやなぎ通りに

設置したプランターと 16 号のハナミズキの植樹ますに、春はベゴニア、秋はノ

ースポールとチューリップを植えました。植栽にはやなぎ通り沿いでボランティ

アにご協力くださっているご家庭と店舗の方、国道16号の横田基地前商店街

連絡協議会の方が参加しています。 

今後、福生のメイン通りである国道 16 号とやなぎ通りをフラワーロードとす

るため、市民を中心に植栽を進めていきます。 

 

植栽（春） 

1 ベゴニア 

 やなぎ通り     880 株 

 国道 16 号     848 株 

 

  植栽（秋） 

1 ノースポール 

 やなぎ通り    1188 株 

 国道 16 号     636 株 

2 チューリップ 

 やなぎ通り     880 球 

 国道 16 号     424 球 

3 ミニカレンジュラ(キンセンカ) 

やなぎ通り    132 株 

詳細について 

 

環境課環境係へご連絡ください。 
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事業名 ふっさ環境フェスティバル 

事業番号 27 

開始時期 平成 15 年度 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 市民、企業、事業者、NPO、学校、福生市              担当：環境課 

事業の内容 地球環境、自然環境へのふれあいをテーマにした、市民参加型イベントで

す。例年、自然ゆたかな多摩川中央公園を会場に、環境月間の 6 月に合わ

せて開催しています。“環境”をテーマに、市民や事業者によるさまざまな趣

向を凝らした展示ブースが数多く出展しています。 

第 9 回目を迎える平成 23 年度は 39 団体が参加。展示やワークショップ、

環境配慮設備の実店舗などのブースが会場に並びました。今回はフードブ

ースでも、農薬の使用の有無や原材料の産地を表示することを通じて、食べ

物に関しても環境について考えられることを来場者に PR しました。 

また、3 月 11 日に東日本大震災が発生した後の開催ということもあり、会

場内で寄付等により集まったお金を、赤十字東京支部を通じて東北地方に

送りました。募金額合計：90,382 円 

その他、ステージでは新宿エコ・レンジャーショーや我が家のちっちゃなエ

コ自慢などを行い、来場者に環境への配慮について学んでいただきました。

来場者数：3,700 人。 

詳細について 

 

無料にて参加いただけます。 

また、フェスティバルを企画・運営する実行委員も募集中。詳細は広報や HP

でご案内しますので、お気軽にご参加ください。 
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事業名 ふっさキャンドルナイト 福生スクラム・マイナス 50％協議会事業 

事業番号 28 

開始時期 平成 20 年 6 月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー ふっさキャンドルナイト実行委員会、福生市             担当：環境課 

事業の内容 ライトダウンキャンペーンにあわせて、「環境について考える日・できること

から実施する日」として、市民参加型の野外イベントを実施しました。平成 23

年度は、3 月 4 日 12 時～19 時に行い、総来場者数は約 600 名でした。 

また、同日には、福生市民会館小ホールでト映画「ミツバチの羽音と地球の

回転」の上映と小野祥司氏・オノサエコ氏・仲川摩理氏の3者によるトークセッ

ションを実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細について 

 

ふっさキャンドルナイト実行委員会の事務局（環境課）までお問い合わせくださ

い。どなたでも参加できます！お待ちしております。 
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事業名 福生スクラム・マイナス 50％協議会 

事業番号 29 

開始時期 平成 18 年 8 月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー・担

当課 

市民、商工会、事業者、学識経験者、福生市            担当：環境課 

事業の内容 福生スクラム・マイナス 50%協議会は、環境省の「環境と経済の好循環の

まちモデル事業」の補助金を受けて、福生市と福生市商工会が中心に設立

した協議会です。協議会には、市、商工会、福生エネルギー市民会議からの

代表、商工会推薦による事業者らが参加しています。 

平成 21 年度からは、東京都の「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」の市

町村助成金を活用したソフト事業を実施しています。 

 

【平成 23 年度のおもな活動】 

１） 花いっぱい運動（事業番号：25） 

２） ふっさキャンドルナイト（事業番号：28） 

３） ライトダウンキャンペーン（事業番号：34） 

４） みどりのカーテン大作戦（事業番号：38） 

 

詳しくは、各事業案内のページをご覧ください。 

 

詳細について 

 

福生市のホームページ[トップページ  ＞くらしの情報 ＞ 地球温暖化対

策 ＞ 福生スクラム・マイナス 50％協議会について]をご覧ください。 

 

70



事業名 福生まちなか涼み処・温み処 

事業番号 30 

開始時期 平成 23 年 8 月 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 担当課：環境課 

事業の内容 夏期(8 月、9 月)と冬期(12 月～3 月)に、家庭での節電を奨励するとともに、市

内公共施設において市民が涼み（温まり）、交流することができるスペースを

確保し、市民の利用を促しました。 

公共施設を利用することで、家庭での電力及びエネルギー消費量を削減し、

市全体での節電効果が高まります。  

 【内容】 

・各施設で、通常の開館時間内において、市民が一時的に涼む（温まる）こ

とができるスペースを確保し開放する。 

・新たに冷房（暖房）空間を用意するものではなく、通常の開館時に冷房（暖

房）されているスペースを、市民が気軽に涼む（温まる）ことができる場と

する。 

・各施設は、市民が気軽に、気兼ねなく過ごせる工夫をする。 

【実施施設】 計 10 施設 

 ・市役所（１階情報スペース）・市民会館（１階ロビー）・松林会館 

  ・白梅会館 ・わかぎり会館・わかたけ会館・かえで会館  
  ・福東会館・福祉センター・福生市観光案内所「くるみるふっさ」  

詳細について  
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事業名 福生水辺の楽校「多摩川サポーターズ」 

事業番号 31 

開始時期 平成 16 年 3 月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 市民、ＮＰＯ法人自然環境アカデミー、福生市          担当：環境課 

事業の内容 水辺の楽校運営協議会では、水辺の遊びを支える地域連携体制の構築

や、自然環境あふれる安全な水辺の創出を目的に多摩川をフィールドとした

水辺の楽校を運営しています。「多摩川サポーターズ」では水辺の楽校の活

動の一環で、高校生以上を対象としたボランティア養成を目的とした講座で

す。 

 

《平成 23 年度多摩川サポーターズ講座》 

第 1 回 川原の草花を食べよう 

第 2 回 多摩川で釣った魚を食べてみよう 

第 3 回 いかだを作ろう 

第 4 回 マス釣り教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細について 

 

環境係まで電話にてお申し込みください。 
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事業名 福生水辺の楽校 「多摩川で遊ぼう！」 

事業番号 32 

開始時期 平成 16 年 3 月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 国土交通省、市民ボランティア、ＮＰＯ法人環境アカデミー、福生市  

担当：環境課 

事業の内容 【水辺の楽校とは】 

子どもたちの水辺の遊びを支える地域連携体制の構築や、自然環境あふれ

る安全な水辺の創出を目的に行なわれる、国土交通省が中心となり進めるプ

ロジェクトです。 

【多摩川で遊ぼう！】 

福生水辺の楽校では「多摩川で遊ぼう！」を合言葉に毎月第 2 日曜日を中心

に市内の多摩川で自然体験活動をしています。「多摩川にはどんな生き物が

いるの」という疑問から「多摩川で遊んでみたいけど」という要望まで、福生水

辺の楽校がお答えします。 

 

～平成 23 年度のイベント一覧～ 

4 月 24 日 ヨモギ団子づくり 

5 月 8 日 多摩川の魚を捕まえよう 

6 月 5 日 プールのヤゴ救出作戦 

7 月 10 日 多摩川の魚を捕まえよう 

7 月 24 日 多摩川の源流へ行こう 

8 月 28 日 いかだで冒険、多摩川で泳ごう 

9 月 11 日 バッタをゲット＆多摩川の希少種を守ろう 

10 月 2 日 多摩川の魚を捕まえてみよう 

11 月 13 日 多摩川バードウォッチング 

12 月 11 日 手作り凧あげ＆ネイチャークラフト 

平成 24 年 1 月 9 日 河原のゴミ拾い＆餅つき大会 

平成 24 年 2 月 12 日 多摩川でキクイモ掘り 

詳細について 

 

無料にて参加できます。登録制ですので、環境課環境係まで御連絡下さい。 

活動内容については、広報及び市のホームページにて、毎月お知らせしてい

ます。 
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事業名 福生水辺の楽校 ヤマメの卵配付事業 

事業番号 33 

開始時期 平成 23 年度 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 福生水辺の楽校運営協議会（事務局 福生市）、学校、漁協関係者 

                       担当：環境課 

事業の内容 子どもたちが、魚の生態を学び、自然への理解を深めることを目的 

に、市内で応募した学校へのヤマメの卵の配付を実施しています。 

  平成 23 年度は、2 校から応募があり、秋川漁協の御協力の下、各校に

配付しました。配付後は、学校で飼育するとともに、希望生徒への配付も

実施しました。また、学校で飼育した卵については、孵化した後、秋川漁

業と各校の教諭、生徒による多摩川への放流が行われました。 

 

■平成 23 年度の実績■ 

(1)福生第六小学校  

11 月 18 日に 170 粒受け取る。そのうち 120 粒を学校で飼育し、残り 50

粒を各家庭で飼育。 

12 月 20 日に学校で飼育し、孵化した約 100 匹を学年行事として放流す

る。 

 

(2)福生第七小学校 

11 月 21 日に 300 粒受け取る。そのうち 280 粒を学校で飼育し、残り 20

粒を各家庭で飼育。 

平成 24 年 1 月 24 日に学校で飼育し、孵化した約 250 匹を引率教諭と

放流を希望する生徒で放課後に放流する。 

 

 

 

 

 

（卵配付時の様子） （ヤマメ稚魚放流の様子） 
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事業名 ふっさライトダウンキャンペーン 福生スクラム・マイナス 50％協議会事業 

事業番号 34 

開始時期 平成 20 年 6 月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 市民、事業者、福生市                          担当：環境課 

事業の内容 日頃いかに照明を使用しているかを実感していただき、日常生活の中で温暖化対策を実践する動

機付けとなることを目的としたキャンペーンです。福生市でもこれに合わせて、夏至と冬至の季節に、

庁舎でのキャンドル照明イベントや、市内のお店や家庭へのライトダウン呼びかけなどを行いました。 

【これまでの参加団体】 

ＬＡＢＯ－０４ ㈱ 福生ハム 

㈲ オクダ商事 WLF カフェ 

ラ・ガーディア英会話スクール 福生商店街協同組合 

神戸ステーキハウス DEMODE  DINER 

April Tone DEMODE  HEAVEN 

ジェシージェイムス福生 HATHI 

ロマンチカ 韮菜万頭 

東洋システム㈱第二東洋ビル UN  QUINTO 

ＯＮＥＮＥＳＳ 福生市役所 

ドトールコーヒーショップ福生駅東口店 特定非営利活動法人ワーカーズコープ 

酒処あぐらや ベックスコーヒーショプ福生店 

ＴＳＵＴＡＹＡ福生店 パン工房プリマベーラ 

サンマルク福生店 リカーベースフッサ 

エフ･ツアーサポート ハッピー会館 

髪所 アンプ きちんと福生店 

㈱いなげや福生銀座店 おでんと一品ビーンズ 

遊輪館 Green かふぇ Tipi 

㈱ﾏﾙﾌｼﾞ福生店 ㈱藤屋 

日本ケンタッキーフライドチキン㈱福生店 セブンイレブン・ジャパン福生西口店 

㈱ 西友福生店 セブンイレブン・ジャパン武蔵野台店 

(有)オーブ North cafe&craft 美容室 BAZZ 

横田商栄会 中村メディカルセンター 

石川麦酒 ㈱ 福生のビール小屋 DISCO DINING  def jap 

はなの舞福生西口店 am hair 

武陽ガス㈱ SPACE OF TIME 

(有)フレイムス もくせい会ヨコタホーム 

ブーランジェリー レコルテ ㈱交運社本社ビル 

ポムの樹西友福生店  
 

詳細について 

 

福生スクラム・マイナス 50％協議会事務局（環境課）までお問い合わせくださ

い。また、夏至や冬至に関わらず、積極的な省エネ活動にご協力ください。 
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事業名 萌芽更新 

事業番号 35 

開始時期 平成 14 年 4 月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 市民ボランティア等、福生市             担当：施設課公園グループ 

事業の内容 
福生萌芽会                     

 

 

雑木林の再生を目的とし、「積極的に手を加える」という緑地保全・再生 

の考えのもとに、樹木の伐採、下草刈り、樹木の間引き等の保全活動を行     

い、緑地管理の方向性等を検討します。 

  現在、会員数 25 名で、文化の森で活動しています。   

 

平成 23 年度は 4 月から毎月、第二日曜日午前中に萌芽活動を実施。 

 

   会長  生沼 正 

詳細について 

 

随時メンバーを募集しております。  会長もしくは、市役所施設課公園グル

ープまで。 
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事業名 ボランティア・サポート・プログラム 

事業番号 36 

開始時期 平成 22 年 1 月 28 日 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 横田基地前商店街連絡協議会 

国土交通省関東地方整備局相武国道事務所、福生市 

事業の内容 国道 16 号の五丁橋通り入口交差点から松林通り交差点までの延長約 2km

の歩道の美化清掃作業及び街路樹（ワシントンヤシ）の日常の維持管理及び

枯葉除去や剪定等の定期的な維持管理を行なう。 

 

詳細について 

 

現在、横田基地前商店街連絡協議会、国土交通省関東地方整備局相武国

道事務所、福生市での事業となっており、一般市民の参加は想定しておりま

せん。 
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事業名 まちづくり景観推進連絡会 

事業番号 37 

開始時期 平成 19 年 4 月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 景観に関連する団体の長、景観に関心のある市民     まちづくり計画課 

事業の内容 【まちづくり景観推進連絡会とは】 

 福生市では、市民一人ひとりの心の中にある美しい景観を大切にし、まちの

景観を次世代に引き継ぐべく、市民と行政の協働による景観形成を推進する

ため、市民参加の仕組みづくりの一環として、まちづくり景観推進連絡会を立

ち上げました。 

 一定の地区や一定のテーマについて景観まちづくりを推進する各市民団体

等が協力、連携し、福生市全体の景観まちづくりを考え、市に提案していきま

す。 

～23 年度の活動一覧～ 

 5 月 30 日  第 1 回景観推進連絡会      平成 24 年 1 月 16 日 第 9 回景観推進連絡会 

 6 月 27 日  第 2 回景観推進連絡会      平成 24 年 2 月 6 日 第 10 回景観推進連絡会 

 7 月 25 日  第 3 回景観推進連絡会      平成 24 年 2 月 27 日 第 11 回景観推進連絡会 

 8 月 29 日  第 4 回景観推進連絡会      平成 24 年 3 月 25 日  第 7 回景観フォーラム             

 10 月 4 日  第 5 回景観推進連絡会     

  10 月 31 日  第 6 回景観推進連絡会 

11 月 28 日  第 7 回景観推進連絡会 

12 月 19 日  第 8 回景観推進連絡会   

                                                        

 

詳細について 

 

福生市まちづくり計画課計画グループまでお問い合わせください。 

なお、活動内容につきましては、ホームページに掲載する景観ニュースでも

発表しています。 
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事業名 みどりのカーテン大作戦 福生スクラム・マイナス 50％協議会事業  

事業番号 38 

開始時期 平成 21 年 4 月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 福生スクラム・マイナス50％協議会                  担当：環境課 

事業の内容  ツル性の植物を育成してカーテンを作り、夏場の使用エネルギーの削減と

緑化の推進をすることを目的としています。 

 平成 23 年度 

4 月 ゴーヤの種 400 袋を窓口配布 

5 月 緑のカーテン応援団の方による講習会 

6 月 ふっさ環境フェスティバルでゴーヤの苗 220 株、ゴーヤの種 400 袋配布 

～9 月 みどりのカーテンコンテスト応募期間 

10 月 みどりのカーテンコンテスト審査会 

 みどりのカーテンコンテスト表彰式 

 

みどりのカーテンコンテスト応募者数  9 点 

 

 

みどりのカーテン講習会の光景 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最優秀賞受賞者の作品 
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事業名 理科支援員配置事業 

事業番号 39 

開始時期 平成 19 年 7 月 

事業のスタイル 文部科学省委託事業 

構成メンバー 理科支援員                                担当：教育委員会 

事業の内容 「理科支援員配置事業」は、文部科学省が理科教育の振興を目的に施策化し、

都道府県を通じて全国の自治体に事業委託をするものです。 

内容は、理科の得意な人材を小学校の理科授業に活用し、観察・実験活動等

における教員の支援を行ない、科学技術に対する興味及び地域の自然環境に対

する意識を深め、保護･保全意識の啓発を図るものです。平成 23 年度は、福生第

三小学校に 1 名を配置し、第 5 学年・第 6 学年の理科授業において、実験や自然

観察等体験的な学習の支援を行ないました。平成 23 年度年間指導日数：67 日 

 
○活動事例 

・第 5 学年「ものの溶け方」「電磁石の性質」「ふりこの動き」や第 6 学年「水溶液の

性質」「ものの燃え方」等の単元の実験の支援をした。火や薬品の扱いにおける安

全管理の徹底を図った。 

・実験の事前準備や事後の片付けの補助を行うとともに、実験時には、グループ

や個に応じた支援を中心に活動の補助にあたった。 

・第 5 学年「植物の発芽」「花のつくりと実や種」等の単元の実験観察が適切に行

えるように準備の補助をした。 

 

○成果 

・実験時には、グループや個に応じた指導に重点をおき補助にあたった。その結

果、実験を安全に進めるとともに、実験結果の分析についてじっくり考えさせること

ができ、額種を深めることができた。 

・活動時の適切な補助により、実験や観察活動が充実し、児童の意欲向上につな

がった。 

・事前準備や事後の片付けの補助により、効率よく実験を進めることができた。 
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